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うるあいとゆとりのあるまち

国分シ ピック センタ ー （市議会棟 ・市役所棟・複合施設棟）
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まち並みの発展



活力とにぎわいのあるまち

テクノポリス建設

こ竺
｛上野原テクノパーク

第一工業大学 ►

4名波ハイタウン

城山公園ト

:, 



初市 (2 月） ► , 

産業フェア・農業祭ト

(I I月）

国分の行事

• 夏祭り (7月）



古代のロマンに彩られた豊かな心をはくくむまち
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上野原遺跡 （国内最古級 • 最大規模の集落跡）

生涯学習の推進 ►

（公民館講座）

• 国分上野原テ クノ

マラ ソン大会



太鼓踊りト

（重久地区保存会）

民俗・芸能

4田の神舞
ぁめのみなかわし

（天御中主神社）

はんぎり出し（広瀬海岸潮だまり ）



やさしさと思いやりのあるまち
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ふれあいポランティアの日

:..L 

姉妹都市海津町との交流

市民の健康のために （健康増進大会）





わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
「
国
分
市
」
は
、
上
野
原
遺
跡
に
み
る
縄
文
早
期
前
葉
の
約
九
千
五
百
年
前
の
国
内
最
古
で

最
大
級
の
集
落
跡
の
発
見
な
ど
、
遺
跡
・
史
跡
の
多
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。

国
分
の
埋
れ
ゆ
く
郷
土
資
料
の
発
掘
を
し
、
歴
史
を
解
明
し
て
後
世
に
継
承
す
る
責
務
を
深
く
感
じ
、
市
制
四
十

周
年
記
念
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
新
た
な

『国
分
郷
土
誌
』
の
編
さ
ん
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

郷
土
誌
編
さ
ん
事
務
は
、
平
成
五
年
二
月
か
ら
事
務
局
を
設
置
し
検
討
に
入
り
ま
し
た
が
、
新
国
分
郷
土
誌
は
前

国
分
郷
土
誌
を
全
面
改
訂
し
、
前
回
発
刊
の
昭
和
四
十
八
年
以
降
の
記
録
を
追
加
す
る
な
ど
、
内
容
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
九
年
三
月
に
は
、

『国
分
郷
土
誌
』
上
巻
と
資
料
編
を
刊
行
し
、
引
き
続
き
下
巻
の
編
さ

ん
を
急
い
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
現
代
編
と
民
俗
編
、
そ
し
て
別
編
と
し
て
上
野
原
遺
跡
の
縄
文
早
期
の
集

落
跡
に
関
す
る
特
別
記
事
を
内
容
と
し
た
、

『国
分
郷
土
誌
』
下
巻
が
発
刊
の
運
び
と
な
り
、
心
か
ら
喜
び
に
堪
え

ま
せ
ん
。

発
刊
の
こ
と
ば

国

分

市

長

谷

口

義



平
成
十
年
六
月

下
巻
の
「
現
代
編
」
に
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
現
在
ま
で
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
戦
後
の
混
乱
、
町
村

合
併
等
で
資
料
が
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
調
査
収
集
に
は
多
大
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
郷
土
誌
編
さ
ん
事
業
が
発
足
し
て
以
来
六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
編
さ
ん
専
門
委
員

・
編

さ
ん
協
力
員
の
三
名
が
急
逝
さ
れ
る
な
ど
、
委
員
の
各
位
に
は
計
り
知
れ
な
い
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
す
る

次
第
で
す
が
、
み
ご
と
に
新
国
分
郷
土
誌
編
さ
ん
事
業
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
総
監
修
の
五
味
先
生
の
ご
指
導
と
、
甲
斐
専
門
委
員
長
並
び
に
専
門
委
員
各
位
の
ご
苦
労
の
た

ま
も
の
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
編
さ
ん
に
当
た
り
、
専
門
的
な
立
場
で
ご
執
筆
く
だ
さ
っ
た
各
先
生
方
、
そ
し
て
資
料
の
提
供
や
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
『
国
分
郷
土
誌
』
の
完
成
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
発
展
を
続
け
る
本
市
の
姿
を
市
民
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に

伝
達
し
、
将
来
へ
の
大
き
な
指
針
を
示
す
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
発
刊
の
こ
と
ば
と
い
た

し
ま
す
。



さ
ん
に
当
た
り
ま
し
た
。

国
分
市
は
、
市
制
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
平
成
五
年
か
ら
郷
土
誌
編
さ
ん
を
手
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど

『上
巻
』
『
下
巻
』
『
資
料
編
』
の
三
冊
か
ら
な
る
新
し
い

『国
分
郷
土
誌
』
を
発
刊
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

郷
土
誌
は
縄
文
の
太
古
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
郷
土
の
地
誌
歴
史
の
集
大
成
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
に
生
を
受
け
た
者
が
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
は
、
ご
く
自
然
な
感
情
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
一
層
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
系
統
だ
て
て
理
解
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
国
分
の
地
を
ふ
る
さ
と
と
す
る
人
々
に
、
ま
た
本
市
に
新
し
く
こ
ら
れ
た

人
々
や
他
郷
の
人
々
に
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
国
分
の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て
末
来
へ
大
き
く
発

展
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
あ
す
の
国
分
を
築
く
糧
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
本
郷
土
誌
の
編

発
刊
に
あ
た
っ
て

国

分

市

教

育

長

樋

園

正

仁

国
分
郷
土
誌
編
さ
ん
委
員
長



平
成
十
年
六
月

し
た
が
い
ま
し
て

『上
巻
』
に
は
「
国
分
の
自
然
・
人
口
」
と
「
原
始
・
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
国
分
」
を
、

『
下
巻
』
に
は

「
終
戦
か
ら
現
代
ま
で
の
国
分
」
と
「
国
分
の
民
俗
」
を
、
そ
し
て
『
資
料
編
』
に
は

「
国
分
に
残

る
歴
史
的
資
料
」
を
登
載
し
て
、
読
者
の
便
に
供
す
る
よ
う
に
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

て
お
り
ま
す
縄
文
時
代
早
期
前
葉
の
集
落
跡
の
「
上
野
原
遺
跡
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
下
巻
に
「
別
編
」
と
し

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

本
郷
土
誌
は
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
総
監
修
の
五
味
克
夫
先
生
を
は
じ
め
、
民
俗

編
監
修
の
川
野
和
昭
先
生
、
ご
専
門
の
立
場
か
ら
の
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
、
直
接
各
分
野
の
執
筆
を

担
当
さ
れ
た
編
さ
ん
専
門
委
員
の
先
生
、
地
域
の
資
料
発
掘
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
編
さ
ん
協
力
員
の
方
々
に
対

し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

限
ら
れ
た
紙
面
内
で
、
可
能
な
限
り
国
分
の
姿
を
採
り
上
げ
た
つ
も
り
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ
て
い
た
り
、

未
発
見
、
未
調
査
の
資
料
や
文
献
等
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
研
究
不
足
に
よ
る
不
十
分
な
記
述
や
誤

記
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
ご
教
示
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
本
郷
土
誌
の
編
さ
ん
、
発
行
に
あ
た
り
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
市
内
外
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
、
本
郷
土
誌
が
広
く
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と
を
念
願
し
て
、
発
刊
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。



監
修
の
こ
と
ば

鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授

昨
年
三
月
に
相
つ
い
で
刊
行
さ
れ
た
『
国
分
郷
土
誌
』
上
巻
・
資
料
編
に
引
き
続
い
て
、
主
と
し
て
現
代
編
・
民

俗
編
を
取
り
扱
う
下
巻
の
執
筆
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
、
初
秋
の
こ
ろ
か
ら
今
年
の
は
じ
め
に
か
け
て
順
不
同
で
章

・
節
単
位
に
届
け
ら
れ
る
原
稿
を
逐
次
、
そ
し
て
ほ
ぼ
す
べ
て
に
つ
い
て
閲
覧
し
終
え
た
。

太
平
洋
戦
争
後
の
荒
廃
期
、
混
乱
期
か
ら
国
分
市
の
誕
生
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
半
世
紀
余
に
わ
た
る
現

代
の
歴
史
の
あ
ゆ
み
を
、
行
政
、
財
政
、
選
挙
、
議
会
、
福
祉
、
衛
生
、
環
境
整
備
、
警
察
、
消
防
、
交
通
、
通

信
、
都
市
整
備
、
産
業
、
教
育
、
宗
教
、
文
化
、
旧
城
跡
、
観
光
、
民
俗
等
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
各
委
員
、
執
筆

者
各
位
が
工
夫
を
こ
ら
し
、
資
料
に
則
し
て
努
力
成
稿
さ
れ
た
も
の
を
、
さ
ら
に
委
員
会
で
協
議
補
正
を
加
え
ら
れ

た
成
果
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
資
料
の
収
集
に
も
苦
心
さ
れ
た
由
で
、
今
さ
ら
な
が
ら
近
現
代
史
料
の
逸
失

の
早
さ
と
そ
れ
ら
の
保
存
の
困
難
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

編
さ
ん
事
業
の
進
行
中
に
事
務
局
の
あ
っ
た
図
書
館
も
新
築
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
た
し
、
ま
た
上

五

味

克

夫



野
原
テ
ク
ノ
パ

ー
ク
建
設
予
定
地
か
ら
は
九
千
五
百
年
以
前
の
縄
文
早
期
前
葉
の
遺
跡
、
遺
物
が
大
量
に
発
見
さ
れ

て
全
国
的
な
話
題
を
よ
び
、
鹿
児
島
市
や
国
分
市
で
幾
度
か
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
り
も
し
た
。
現
在
も
そ
の

遺
跡
整
備
計
画
が
審
議
継
続
中
で
あ
る
。
本
巻
で
も
そ
の
実
状
に
か
ん
が
み
、
特
に
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
中

間
調
査
概
報
を
も
と
に
、
新
東
晃
一
氏
に
そ
の
大
要
を
加
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。

上
野
原
台
地
で
は
縄
文
時
代
以
降
の
弥
生

・
古
墳

・
古
代

・
中
世

・
近
世
の
遺
構
、
遺
物
等
も
発
見
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
、
そ
れ
に
よ
り
国
分
市
域
で
の
一
万
年
来
の
歴
史
の
堆
積
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
遠

＜
隼
人
の
時
代
か
ら
古
代

・
中
世
・
近
世

・
近
代
と
王
朝

・
武
家
・
庶
民
の
時
代
の
歴
史
が
つ
づ
く
国
分
市
域
は
、

南
九
州
大
隅
国
の
中
心
地
で
、
国
府
が
あ
り
、
国
分
寺
が
あ
り
、
台
明
寺
や
止
上
神
社
が
あ
り
、
守
護
所
が
あ
り
、

島
津
氏
の
居
城
が
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
史
跡
が
豊
富
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
視
野
は
隣
接
の
町
村
に
も
広
げ

一
体
と
し
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
鹿
児
島
神
宮
|
'
大
隅
正
八
幡
宮
や
隼
人
塚
、
富
隈
城
、
浜
之
市
等
も
共
通
の

地
域
の
も
の
と
し
て
併
せ
て
注
目
考
察
す
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
ら
に
関
す
る
既
刊
の
上
巻

・
資
料
編
の
記
述
か
ら
も
既
に
幾
つ
も
の
新
知
見
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
私
自
身

資
料
編
収
載
の
『
国
分
諸
古
記
』
や
「
服
部
日
記
」
の
新
城
屋
敷
割
図
に
よ
っ
て
現
在
の
城
山
公
園
の
展
望
台
付
近

に
も
御
仮
屋
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
東
へ
武
士
の
屋
敷
が
大
手
口
（
現
在
の
公
園
登
口
）
ま
で
連
な
っ
て
い
た
こ
と

や
、
中
で
も
三
百
六
十
石
余
の
北
原
氏
屋
敷
が
広
域
で
、
同
氏
が
伊
集
院
幸
侃
事
件
に
加
担
せ
ず
、
藩
主
に
忠
誠
を

尽
く
し
た
と
し
て
、
特
に
島
津
義
久
の
意
向
で
旧
領
伊
集
院
神
殿
（
そ
れ
以
前
は
真
幸
院
領
主
）
か
ら
新
城
に
加
増

移
住
を
命
じ
ら
れ
た
（
慶
長
九
年
か
）
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
上
巻
口
絵
の
「
国
府
衆
中
屋
敷
配
置
図
」
に
御
屋
形
か
ら
反
対
の
真
南
、
高
麗
町
、



平
成
十
年
六
月

古
川
に
近
接
し
て
「
又
四
郎
様
御
仮
屋
」
が
あ
り
、
清
水
、
垂
水
島
津
家
の
国
分
市
域
と
の
か
か
わ
り
の
歴
史
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
近
時
刊
行
さ
れ
た
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
舞
鶴
城
の

発
掘
調
査
報
告
書
中
に
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
舞
鶴
城
」
と
し
て
栗
林
文
夫
氏
の
詳
し
い
記
述
が
あ
る
）
。

大
方
の
読
者
各
位
も
記
述
の
端
々
か
ら
新
た
な
発
見
を
さ
れ
、
地
域
の
歴
史
の
深
さ
、
諸
事
象
の
関
連
の
妙
に
気

か

て

う

る

お

付
か
れ
、
日
常
の
生
活
の
精
神
的
糧
と
も
心
の
潤
い
と
も
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

本
巻
で
も
既
に
上
巻
で
と
り
あ
げ
た
分
を
増
補
す
る
形
で
、
宗
教
、
文
化
の
章
で
、
特
に
明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈

に
よ
っ
て
損
壊
さ
れ
た
神
社
仏
閣
等
に
つ
い
て
は
、
平
田
信
芳
氏
の
足
で
歩
き
確
か
め
ら
れ
た
克
明
な
レ
ポ
ー
ト
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
本
巻
で
は
民
俗
編
に
重
点
を
お
き
、
多
岐
に
わ
た
り
実
例
の
紹
介
説
明
に
努
め
て

い
る
。
特
に
川
野
和
昭
氏
・
出
村
卓
三
氏
・
松
田
誠
氏
に
校
閲
、
執
筆
を
い
た
だ
き
一
段
と
充
実
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。

は
か
ら
ず
も
八
年
前
鹿
児
島
大
学
退
官
と
共
に
国
分
平
野
を
眺
望
す
る
台
地
上
の
鹿
児
島
女
子
大
学
に
勤
務
、
そ

の
在
職
中
の
後
半
、
平
成
六
ー
九
年
度
に
か
け
て
国
分
市
の
市
誌
編
さ
ん
の
仕
事
に
関
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
非
力

な
が
ら
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
ま
が
り
な
り
に
も
『
国
分
郷
土
誌
』
全
三
巻
の
監
修
の
任
を
果

た
し
得
た
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
の
縁
の
深
さ
に
感
慨
を
覚
え
る
次
第
で
あ
る
。

終
わ
り
に
国
分
市
が
四
十
周
年
を
経
過
し
て
ま
す
ま
す
新
旧
の
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
地
域
都
市
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
を
祈
念
し
、
新

『国
分
郷
土
誌
』
の
活
用
と
、
将
来
に
わ
た
る
そ
の
補
正
充
実
に
期
待
を
寄
せ
た
い
。



一
、
本
誌
は

『国
分
郷
土
誌
』
（
上
巻
・
下
巻
・
資
料
編
の
全
三
巻
）
の
う
ち
の
下
巻
で
あ
る
。

一
、
本
誌
の
内
容
は
、
第
六
編
「
現
代
の
国
分
」
、
第
七
編
「
国
分
の
民
俗
」
、
別
編
「
上
野
原
遺
跡
」
の
三
編
構
成
と
し
、
巻
末
に

年
表
を
付
し
た
。

一
、
第
六
編
「
現
代
の
国
分
」
は
原
則
と
し
て
太
平
洋
戦
争
終
結
後
か
ら
平
成
九
年
三
月
ま
で
と
し
た
が
、
可
能
な
限
り
新
し
い
記

録
を
収
集
し
て
記
述
し
た
。

一
、
史
実
の
記
録
は
客
観
的
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
出
典
、
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

一
、
本
文
は
平
易
な
口
語
体
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
高
校
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。

一
、
記
述
は
常
用
漢
字
と
現
代
仮
名
遣
い
を
原
則
と
し
、
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
・
専
門
用
語
・
旧
漢
字
な
ど
に
は
、
つ
と
め

て
ル
ビ
（
振
り
仮
名
）
を
付
し
た
。

一
、
わ
か
り
に
く
い
方
言
は
（
）
に
意
味
を
付
し
た
。

一
、
専
門
用
語
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
補
説
を
入
れ
た
。

一
、
引
用
文
・
補
説
・
囲
み
記
事
は
文
字
を
小
さ
く
し
、
一
字
下
げ
と
し
た
。

一
、
人
名
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
敬
称
を
省
略
し
た
。

一
、
年
号
は
原
則
と
し
て
和
暦
を
用
い
、
適
宜
西
暦
を
（
）
内
に
入
れ
た
。

一
、
計
量
単
位
は
原
則
と
し
て
メ
ー
ト

ル
法
で
表
し
た
。

一
、
不
適
切
な
表
現
を
用
い
な
い
よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
し
か
し
、
歴
史
的
用
語
な
ど
の
た
め
や
む
を
得
ず
差
別
用
語

を
用
い
た
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
差
別
解
消
の
視
点
に
立
っ
て
、
封
建
社
会
や
歴
史
的
身
分
制
度
を
認
識
す
る
意
味
で
そ
の
ま

ま
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡

例



一
、
古
文
書
等
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
、
不
明
の
箇
所
等
は
（
マ
マ
）

・
カ

・
ロ
ロ
と
し
た
。

一
、
昭
和
四
十
八
年
刊
行
の
国
分
郷
土
誌
を

『前
国
分
郷
土
誌
』
と
し
、
昭
和
三
十
五
年
刊
行
の
国
分
郷
土
誌
を

『旧
国
分
郷
土

誌
』
と
し
て
表
記
し
た
。



現
代
の
国
分

第
一
章
戦
後
の
混
乱
と
諸
改
革

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―――

第
一
節
戦
後
の
混
乱
…
…
…
…
…
…
…
…

…

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…

…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•…
…
…

…

――
―

第
二
章

第
一
節

第
六
編

太
平
洋
戦
争
終
わ
る

国
分
町
発
行
配
給
公
文
書

戦
後
の
諸
改
革

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六

日
本
の
民
主
化
を
進
め
る

国
分
市
の
誕
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
0

町
村
合
併
前
の
各
町
村
の
よ
う
す
…
…

•
r·
…
…
…

…

…
…
…
…
…

…

…

…

…

…
…
…

…

…

…

…

…
…
…
…
…
…
―

-
0

合
併
前
の
五
か
町
村

第
二
節

例

監
修
の
こ
と
ば

凡 発
刊
に
あ
た
っ
て

発
刊
の
こ
と
ば

住

宅

難

海

外

引

揚

げ

満

州

・

ソ

連

か

ら

の

引

揚

者

連
合
国
軍
の
進
駐

新
憲
法
の
制
定

国
分
郷
土
誌
下
巻
／
目
次

イ
ン
フ
レ
と
そ
の
対
策

戦
後
の
食
糧
難

鹿

児

島

大

学

名

誉

教

授

五

味

克

夫

国

分

市

教

育

長

樋

園

正

仁

国
分
郷
土
誌
編
さ
ん
委
員
長

国

分

市

長

谷

口

義
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第
六
節

第
四
節

第
五
節

第
三
節

市
政
の
主
な
で
き
ご
と

第
二
節

第
二
節

国
分
市
し
み
ん
学
習
支
援
公
社

名
誉
市
民

市
歌
と
国
分
小
唄

市
制
施
行

促
進
法
施
行
前
の
本
県
の
実
態

町
村
合
併
と
国
分
市
の
誕
生

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二六

町
村
合
併
促
進
法
の
制
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二六

地
方
自
治
法
制
定
と
合
併
の
機
運

国
分
市
の
誕
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
八

国
分
町
第
一
次
合
併

市
章
と
市
民
憲
章

姉
妹
都
市
と
の
盟
約

戦
後
の
地
方
行
政

地
籍
調
査
の
あ
ら
ま
し

国
分
町
第
二
次
合
併

市
制
四
十
周
年
目
の
大
改
革

隼
人
町
と
の
合
併
問
題

隼
人
町
ヘ
一
部
編
入
合
併

国
分
市

・
隼
人
町
の
境
界
変
更

第
三
節
年
齢
階
層
別
人
口
の
推
移
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＝三

第

三

章

行

政

：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
-―-四

第
一
節
市
章
と
市
民
憲
章
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一＿
＿
四

歴
代
市
三
役

国
分
の
地
籍
調
査

市
の
木
と
市
の
花

道
義
高
揚
宣
言
都
市

市
政
の
主
な
で
き
ご
と
と
歴
代
市
三
役

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＿―-八

行
政
機
構
の
変
遷
…

…
…
…
…
…
…

…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
…

…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

四
二

町
村
合
併
・
市
制
施
行
と
行
政
機
構

社
会
情
勢
と
機
構
の
変
遷

条
例
に
基
づ
く
行
政
付
属
機
関

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
―――

地
籍
調
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
六

住
居
表
示
事
業

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五八
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第
九
節

第
八
節

自
衛
隊
の
誘
致

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
九

誘
致
ま
で
の
経
過

第
七
節

国
分
自
衛
隊
の
沿
革

主
要
事
業

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六二

国
・
県
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
基
本
構
想

テレ

ト
ピ
ア
構
想

庁
舎
新
築
移
転
と
市
制
四
十
周
年
記
念
事
業
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
…
•
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…
…

…

·
七
―
―
―

庁
舎
新
築
移
転
ま
で
の
経
過

第
十
節
国
分
市
公
共
施
設

…
…
…
…
…
…
…
…

•
…

…
…
…
…
…

…

…

…

…

…
…
…
…
…
•

…

…
…

…
…

…

…
…
…
…
…
·
七
六

第
十
一
節
国

・
県
等
の
機
関

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
六

国
分
公
共
職
業
安
定
所

鹿
児
島
県
国
分
農
業
改
良
普
及
所

鹿
児
島
頭
脳
セ
ン
タ
ー

赤
字
財
政
下
の
出
発

将
来
の
展
望

健
全
財
政
へ
の
努
力
時
代

国
分
隼
人
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
地
方
法
務
局
国
分
出
張
所

鹿
児
島
県
牧
之
原
畜
犬
管
理
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
県
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

財
政
基
盤
確
立
の
時
代

財
政
向
上
と
市
勢
発
展
の
時
代

市
制
四
十
周
年
記
念
事
業

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
畜
産
学
部

鹿
児
島
県
畜
産
試
験
場

第

四

章

財

政

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
七

第
一
節
市
財
政
の
変
遷
…
…
…
…
…
●…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
七

市
制
施
行
時
の
財
政
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
七

赤
字
財
政
の
再
建
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
七

財
政
再
建
の
時
代

赤
字
脱
却
後
の
財
政
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
0

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
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民
生
委
員

第
二
節

市
財
政
の
現
状
と
特
色
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
四

財
政
指
数
標
等
の
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
四

市
税
の
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
四

基
金
の
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九六

市
債
現
在
高
の
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九七

第
五
章
選
挙
と
議
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一0
0

第
一
節
終
戦
後
＼
現
在
の
選
挙
制
度
の
変
遷

公
職
選
挙
法
の
制
定

第
三
節

市
議
会
の
発
足

合
併
時
の
町
村
議
会

市
議
会
議
員
・
歴
代
議
長
・
副
議
長

市
議
会
議
員

障
害
者
の
た
め
に

第
四
節

第
二
節 四

第
二
節

勤
労
者
の
た
め
に

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
―
―
―
―
―
 

•..•.•••..•••..••..•.••••

••
•..••••••••••••••

••••••••••••••••••

•••••

••••
••
•••
•••
••
••
••••••••••••••••••• 

；
:
l-l＿ー

新
国
分
町
の
議
会
議
員..............

...

........

...

...........
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